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青
少
年
健
全
育
成
会
の
事
業
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は 、

日
頃
か
ら
地
域
の
皆
様
方

の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き 、

厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

行
動
制
限
が
な
く
な
り 、

少
し
ず
つ
コ

ロ
ナ
前
の
日
常
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す 。

先
日 、

地
元
の
学
校
の
運
動
会
と
体

育
祭
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 。

ほ
と
ん
ど
の
教
職
員
は
ノ
ー

マ
ス
ク 、

子

ど
も
た
ち
も
ノ
ー

マ
ス
ク
の
子
が
多
か
っ

た
で
す 。

市
や
各
地
域
の
行
事
も
復
活
し

始
め
て
い
ま
す 。

こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
が
収

束
し
て
ほ
し
い
で
す
が 、

こ
れ
ま
で
8
月

と
1

月
が
感
染
者
数
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
現
時
点
(

6

月）

で
楽
観

視
は
で
き
ま
せ
ん 。 会

長

遠
藤

進

厚
木
市
青
少
年

健
全
育
成
会
連
絡
協
議
会

さ
て 、

今
後
の
世
界
や
日
本
の
こ
と
を

考
え
る
と 、

悲
観
的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す 。

進
行
し
て
い
る
地
球
温
暖
化 、

超
高

齢
社
会 、

近
い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
大
地
震
と
富
士
山
の
噴
火 、

最
近

で
は
生
成
A
I

の
も
た
ら
す
リ
ス
ク
等 、

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す 。

こ
れ
か
ら
の

世
界
や
日
本
を
担
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち

に
は
軍
す
ぎ
る
課
題
で
す 。

し
か
し 、

日
本
は
戦
後
の
焼
け
野
原
か

ら
再
ス
タ
ー
ト
し
て
今
の
繁
栄
を
築
い
て

き
ま
し
た 。

先
人
た
ち
の
努
力
と
実
績
は

誇
り
で
あ
り 、

見
習
う
べ
き
も
の
だ
と
考

え
ま
す 。

今
の
子
ど
も
た
ち
は
耐
性
が
な

い
と
か
打
た
れ
弱
い
と
か
い
わ
れ
て
い
ま

す
が 、

ピ
ン
チ
を
迎
え
た
状
況
に
お
い
て

は
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す 。
東
日
本
大
震
災
で
「

釜
石
の
奇
跡
（
実

績）」

と
言
わ
れ
た
中
学
生
た
ち
の
活
躍

を
見
る
と
心
強
く
も
あ
り
ま
す 。

窮
地
に
陥
っ
た
時
に
自
分
や
家
族
の
安

全
を
考
え
る
の
は
当
然
で
す 。

重
要
な
の

は
そ
の
後
で
す 。

み
ん
な
の
こ
と
を
考
え

て
自
分
の
こ
と
は
我
慢
す
る 。

自
分
が
で

き
る
こ
と
を
し
て
貢
献
す
る 。

弱
い
立
場

に
あ
る
人
を
支
え
る 。

み
ん
な
の
た
め
に

知
恵
を
出
す 。

こ
の
よ
う
な
行
動
が
で
き

る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す 。

子
ど
も
た
ち
は
学
校
生
活
や
様
々
な
育

成
活
動
の
中
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
学
べ

る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す 。

ま
ず
は 、

私
た
ち
大
人
が
普
段
か
ら
手
本
を
見
せ
ま

し
ょ
う 。

ピ
ン
チ
で
も
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
子
に
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「心のふれあいと夢をはぐくみ、

• 

竃遷コl 厚木シティブラザ6階

〇置コ

令和5年1 1月25日（土）

【式典】

【講演】

テーマ

講 師

感謝状贈呈

ともに楽しみ学び育つ」

●受付 13:00

NPO法人千葉こども家庭支援センター理事長

●式典 13:30~

サイエンスホール250

【地区活動の発表】 睦合西地区青少年健全育成会

テーマ 多様化する子ともたちのために！育成会も！

空気を読む、 鋭い感覚の子ともたち

杉本 景子氏
【関係者限定】
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今年度は、4年ぶり に
7月に地区盆踊り大会の
開催が決まり 、参加協力
をしていきます。事業と
しては、8月、1 2月に愛
のパ ト ロ ー ル 、11月にサ
ィク リングツアー （申業内容の変更あり）、 2月に
青健述研修会、3月に青健、体育振興会合同研修会
も計圃しています。地区事業としては、 1OJ=Jの迎動
会への参加協力をしていきます。今後も、 地域 、関
係団体、学校と連携して活動を展開していきます。

ヽ―“”',，，““
ー·"止とら

9
-

「地域の子どもは地
域で育てる 」 をモッ
ト ー に、 子どもたち
に学び、気づき、体
験の企画を用総し私
たちも共にチャレン

•...ジしています。前期は地元のジムでオリンピック柿
． 

•: Hにも なった 「 ボルダリング教室」を行いました。
：・子どもたちは時間を忘れるくらい没頭し、何度も 「壁」

にチャレンジしました。これから先もジ ュニアリー

ダーや他団体と連批を深め、地道に活動していきます。

3月4日に当地区の事
業とし て 湘南平までの畠璽
ウォ ーキング大会を実施
しました。地域の健全育

， 

，卯口::]][9鼻り'’’’yf;,!
可ウォ ー クを行なっていましたが、 コ ロナ禍の影響で
`'2年間行なえませんでした。今回は初めて日中での
・

・
開催と な り、春の暖かなH羞しを浴びて普段見たこ
とのな い風景を見なが ら 、子どもたちはゴ ー ルの湘
南平まで19Kmを全員完歩しました。

今年度も、子どもたちの
現状把握や役員の資質向
上を目的とする研修会、 地．
域の製梃浄化活動の要と hr
なるパトロー ルを実施。「サ
マ ーキ ャ ン プ 」も復活し、
ジュニ アリーダーが中心となり、ゲーム、 ニジマスのつか
み取り、 風車やピザ作り等を異年齢で交流しながら大い
に楽しみました。 「 自然に親しむ会」では、 セラドン石の
ストラップを作成。また、「スポ ーツ教室」では、高校
生の指導により充実した学びの場を準備しています。

氏 ふ嘉澱

当地区 で は、
例年、夏と冬の
チャレンジセミ
ナー を中心 に活
動しています。―_--ーー·····---i-

今年も夏、「相模川ナイトウォ ー ク」では夜間よ り
公民館から早朝の平塚洵岸までの28Kmを歩 きまし
た。また冬には、 1泊2日で 「スキー ・スノ ー ボー

ド体験教室」を群馬県の丸沼高原スキー 場で実施 し
ています。普段は朝のあい さ つ迎動、 愛のパ ト ロ ー

ル を通して子どもたちの見守りを進めています。

当地区は、子
どもたちに様々な

体験や経験の場
を作るために 「そ

巧
なエリア東京防
災センタ ー」に視察研修に行き、防災の知識を習得しま

した。また、デイキャンプで色砂を使用した蜆葉植物の植
． 

•：ぇ込み作成やバル ーンアー トを行う予定です。安心•安
•'全な地域を作るために、愛のパトロー ルを実施しています。

あいさつ連動では、小学校新入生に、 あいさつ連動ロゴ
入りクリアファイルを配布して啓蒙活動をしています。
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ヽ l 'JJ也1メでは、成」文·過利
にある小学生には、身体
を使った体験邸活動（例
えば、あゆのつかみ取り
等）の 行事を取り入れ、
小・中・料と成長しても いつ まで も忘れない思い出
として残る活動を行います。また、述「1部活動等で
目標に向かって頑張っている中学生には、活動の成
果発表の場の設定や レベル向上を図るために 他校と
の交流、高校牛等との共油を設けて、実体験を賠や
して技術力向上等を図る活動を行います。

今1i, ー：度はコロナ禍；；；；；＝＝＝＝＝＝＝＝一

で実施を断念してい
た 川清掃を行う予定
です。視在は以前よし
り もゴミが大分減っ

てきています。平成
-: 30年 に実施した生き物の観察では、きれいな 川
•'に し かいない魚が生息していることも分かり ま
•

‘
した。今回は生き物の観察も行い、更に、川でゲ ー

ムも行う予定です。 川 とのふれ あいを通して 、
川への親しみを持ってほしいと願っています。

つかみどり大会は、当地
区で最も人気のあるイベン

にi
トです。玉川の金地橋近く児

の堰を利用して生けすをっ鼻樋h
くり、索手でアユやニジマ々
スを捕まえます。生きた魚i
に触れるとい う非LI常的な体験は子どもたちにとって刺
激的であり、毎年約150人もの 参加者が集ま ります。今
年は焼き そばとかき氷の提供も復活し、夏らしい楽しみ
も加わります。会場設営箭に2日前から御協力いただい
た関連団体の皆様に憾謝申し上げます。

11'1介�は、コロナ禍での
活動を余儀なくされたこ
ともあり、企i Iiii事業とし
ては、文化部会主催 の卒＼、
業生を元気付け るための
「打ち」：げ花火」、体育部

円会主催 の 「スポ ー ツ大会（ペタンク）」のみとな りま
::した。また、 「愛のパトロ ール」は、荻野神社祭礼11
•‘に実施し ました。他に、地区 大述動会、公民館祭り

の 各事業に協力しました。青少年育成活動の原点に

「地域の子どもは地域で
育て る」を 活動の韮本に
おいて地域 と緩や かなつな
がりを保ち なが ら地域事業
の活動に関わり、協働で子ども たちの育成活動に取り
組んでいます。地域で継続的に行われている三大まつり
事業でも協働 しており、夏まつりでは、子ども盆踊り コ
ンテストを催していま す。本番に向けて地域の団体から
踊りの指導を学校活動の中で取り入れ、まつり当日はレ
ベルの高いコンテストになっています。地域の教育力を
いかして地域の子ども を育む活動を実践しています。

｀．． ｀•一、•99999·�"h,9■9品，=

、 '.-1,-‘’‘’‘”‘‘
、 、 9↓- 99 99’ 99999 999 99999"'’'! 

当地区では1年
を通して 「 親子ふ，
れあい」をテ ー マ
に活動を行ってい
ま す。潮干狩り、
芋掘り大会、みん

·-;なでラジオ体操、スキ ー教室、また、各関係団体の
：：御協力をいただき、三校通学路消掃、夏休みの愛の
•‘ パトロ ー ルも実施しています。引き続き安心安全に

親子で楽しく参加でき る よ う事業を展開していきた
いと思います。

"’が：1L...,

ヽ 11i地区では1,j年1}}l催 し
ていた 「小鮎川リバ ー フェ
スタ」を昨年から再聞し
ました。し かし、 コ ロ ナ
禍前に実施していた小鮎
川を柚断する大そ うめん
流し、鮎のつかみ取りと鮎の塩焼きを実施すること が
未だできていません。その代わりに川での宝探しを新
たに追加してよ り小鮎川を楽しむことができ ました。
米年はでき る）j法を検討して、まずは、鮎のつかみ取
りと鮎の塩焼きを復活させたいと思っています。

のパト
ロール、

qフェスティバル などの事業を行います。昨年ま
::では人数制限があ り ま したが、 今年は人数制限
C'は無く内容も概ね通常に戻せそうです。愛のパ

トロー ルは単位育成会ごとに小中学校の先生に
同行 していただき開催しています。

当地区では、参加者・
役員含め200人を越える
「3世代交流レクリエー ショ
ン大会」を主に、年間4
つの事業を展開していま k 
す。新型 コロナウイルス憾ヽ
染症の流行により、この3年間はなかなか思うような活
動ができませんでしたが 、今年度になりようやく活動が
できる状況になりました。コロナ禍になる前に計画してい
た新規事業も開催します。参加者がどの程度になるか分
かりませんが、長く継続する事業にしていきたいものです。
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第13号(4) 青 健 連だより 令和5年l l月1日

心のふれあいと夢を育む青少年～家庭・学校・地域の連携で～
-1 ..「

・

互ぶぷれ固いと亨至ばぐくら、．とも
．

．に属し•お浮び育う」
．

厚木市青少年問題協議会

今年度活動方針

地
域
の
育
成
団
体
と
協
力

し
て
子
ど
も
た
ち
に
様
々

な
学
び
や
体
験
の
場
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す。

考
す
る

子
ど
も
た

た
っ
て、

制
の
見
直

き
た
い
で

地区会長

紹 介

«. 

あ
ふ
れ
る

な
る
よ
う`
，

し
く
活
動

例
年
ど
お
り
の
内
容
で
は

後
退
＂
い
つ
も
の
活
動
に

新
し
い
試
み
を
常
に
入
れ

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

す。

ぶ
薗

今
ま
て
以
上
の
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
を
子
ど
も

た
ち
に
届
け
る
た
め、

当

地
区
青
健
運
ス
タ
ッ
フ
全

員
で
頑
張
り
ま
す。

れ
あ
い

や
学
校

と
の
少

も
た
ち
に

す。

と
共
に
楽
し

育
つ
チ
ャ
レ

に
し
て
い
き

子
ど
も
た

ち
の
遊
び

方

が、

世
の
中
の
変
化
と
と

も
に
多
様
化
し
て
い
る

中、

遊
び
た
い
も
の、

遊

ば
せ
た
い
も
の
を
取
り
上

げ
て
活
動
し
た
い
で
す。月啓

令和5年度

厚木市青少年健全育成会連絡協議会事業計画

編集後記

-知-::.1i|-
5月

11月

6日

25日

総会

厚木市青少年健全育成大会

厚木シテイプラザ

厚木シテイプラザ

令和6年

2月 4日
地区交流研修会 厚木シテイプラザ

＊毎月の理事会、 青健連だより発行、 他団体の支援協力

＊健全な青少年が育つための地域づくりの推進

＊啓発活動の展開

＊地域における青少年育成活動の推進

＊地域における親と子のきずなづくりの推進

昨年、 各地区では少しずつですが育成会

の活動が実施されてきました。 今年は更に

コロナ禍における経験をいかし工夫をしな

がら様々な活動が行われています。 地域の

お祭りもコロナ禍前同様に、 あるいは形を

変えて行われています。 太鼓の練習の音が

久しぶりに聞こえてきます。 3年間の空白

を埋める太鼓の調子は色々な思いを乗せて

聾いていると思われます。 育成会活動が安

全•安心を第一に各地域の子どもたちに有

意義なものとなるように努力していきま

す。

（編集委員長 有島真樹）
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